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論　　文　　の　　要　　旨

　先天性甲状腺機能低下症のマススクリーニング法には、濾紙皿よりTSHまたはT。のいずれかを

測定する方法と両者を組み合せた方法があるが，どちらも満足すべき方法とはいえない。とくに

T、が低値でTSHの上昇を認めない群（以下「T。低値，TSH正常群」と略す）には，中枢性甲状

腺機能低下症と他の原因によるT。低値の症例が含まれており，この群の中から中枢性甲状腺機能

低下症のみをスクリーニングすることは，上記の方法では因難である。

　著者はこの問題を解決する一つの手段として，濾紙皿TBGの測定を試み，その意義を追求した。

　まず，Robertsonらの原法を一部改変し，この変法の信頼性，再現性，安定性を確認し，濾紙皿

TBG抽出時間を求めたのち，新生児を対象として，濾紙皿よりT。，TSHおよびTBGを測定し，

「T。低値，TSH正常群」の頻度と在胎週数との関係，T。低値をもたらす要因，T。／TBG比の新生

児スクリーニングにおける有用性を検討した。

　I、基礎的検討

　1．対象および方法

　正期産児35例を対象とし，生後5日目の濾紙皿及び血清を検付として用いた。濾紙血TBGの測

定は，標準濾紙血の代わりに標準血清を用いて標準曲線を作成し，抗体量，トレーサー量をそれぞ

れRobertsonらの原法の40％減，50％減とする方法を用いた。血清TBGの測定はキットを用い，
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所定の手順に従った。

　2．結果

　1）7例の溶出濾紙皿TBG濃度の経時的変動を検討した結果，溶出濾紙皿TBG濃度は4～8時

間まで上昇し，ユ2時間以降は比較的安定した値を示した。

　2）35例について血清TBGと濾紙皿TBGの相関を検討したところ，相関係数0．90（P＜O．o01）

と高い相関が得られた。

　3）濾紙皿TBG測定の再現性については，測定内変動係数1．2～5．9％，測定間変動係数2．1～

6．3％と良好な成績であった。

　4）濾紙皿ユ1検体を室温で2か月聞保存し，TBG濃度の変動を検討したところ，各検体とも測

定時期による有意な変動は認められなかった。

　n．臨床的検討

　1．対象および方法

　在胎27～42週の新生児93例を対象として，生後5日目の濾紙皿丁占，TSH，TBGを測定した。

　2．結果

　1）T、と在胎週数の間には有意の相関（P＜O．001）が認められた。

　2）TSHは全例15μU／滅以下の値を示した。

　3）T。＝6．3μg／d1以下を「T・低値」，TsH二！5μU／㎜2以下を「TsH正常」として，全例の

成績を検討したところ，「T。低値，TSH正常群」は93例申8例に認められ，とくに早期産児では32

例中7例と高率であった。

　4）TBGと在胎週数の問には有意の相関が認められなかったが，TBGとT。の問には有意の相関

（P＜0，001）が認められた。

　5）T．／TBG比は，「T。低値，TsH正常群」8例中4例で正期産児の平均値一2sD＝2．51以下で

あった。

　皿．考按とまとめ

　以上の結果から，著者の用いた濾紙皿TBG測定法には，高い信頼性，再現性，安定性が認めら

れ，この方法を用いた臨床的検討で，「T。低値，TSH正常群」の頻度が早期産児で高いことが明ら

かにされ，T。低値の要因として在胎週数が早いこととそれに伴ってTBGが低値な点が強く関与し

ていることが推定された。さらにT。／TBG比が新生児マススクリーニングにおいて，「T。低値，

TSH正常群」から申枢性甲状腺機能低下症以外の原因によるT。低値の症例を除外するために有用

な指標となり得ることが示唆された。
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審　　査　　の　　要　　旨

　濾紙皿を用いてTSHおよびT。を測定する先天性甲状腺機能低下症のマススクリーニング法は偽

陽性が多く，未だ満足すべき方法とはいえない。とくにT。が低値でTSHの上昇を認めない群には，

中枢性甲状腺機能低下症と他の原因によるものとが含まれている。これらを鑑別する目的で，同じ

く濾紙皿からTBGを測定する方法を改良，検討した上で，新生児スクリーニングヘの応用価値を

検討した。

　その結果，T。低値，TsH正常群の申には，T．／TBG比を用いて検討すると正常と判定されるもの

が約半数にみられ，しかも早期産児であった。マススクリーニングにTBG測定を加え，T。ノTBG

比を算出することにより，異常の検出精度を一層高めえたものとして極めて意義深い研究である。

　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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